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特別損失の計上及び業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、2024 年３月期（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日）において、下記の通り特別損失を計上

いたしました。また、2023 年５月 15 日に公表しました 2024 年３月期の通期業績予想数値（連結・個別）

と本日公表の実績値との間に差異が生じましたので、併せてお知らせいたします。 

 

1. 特別損失の計上 

 (1）plugin lab 事業及びキャリア大学事業ののれん及び固定資産の減損損失の計上について 

 当社が 2022 年 12 月に事業譲受した plugin lab 事業及びキャリア大学事業について、事業環境の

変化等を踏まえ今後の計画を見直した結果、当初想定していた収益の獲得が見込めなくなったため、

2024年３月期の個別及び連結決算において、同事業に係るのれん及び固定資産の減損損失として 87

百万円を特別損失に計上いたしました。 

 

 (2）株式会社マキシマイズにおけるのれんの減損損失及び関係会社株式評価損の計上について 

 当社の連結子会社である株式会社マキシマイズについて、事業環境の変化等を踏まえ今後の計画

を見直した結果、当初想定していた収益の獲得が見込めなくなったため、2024 年３月期の連結決算

において、同社に係るのれんの減損損失として 113 百万円を特別損失に計上いたしました。 

また、上記の背景を踏まえ、当社が保有する株式会社マキシマイズの株式について評価を行った

結果、実質価額が著しく下落していることから、2024 年３月期の個別決算において減損処理を実施

し、関係会社株式評価損として 170 百万円を特別損失に計上いたしました。 

 

 (3）株式会社 pacebox の預け金に対する貸倒引当金及び関係会社株式評価損の計上について 

 本日開示の「連結子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）及び債権放棄に関するお知らせ」の

通り、2024 年７月１日を効力発生日とし、当社の連結子会社である株式会社 pacebox を吸収合併す

ることを決定いたしました。また、当社が株式会社 pacebox に対して有する債権の一部を放棄する

ことを併せて決議しており、2024 年６月 28 日に実施予定としております。これに先立ち、2024 年

３月期の個別決算において貸倒引当金として 910 百万円を特別損失に計上いたしました。また、当

社が保有する株式会社 paceboxの株式についても 2024年３月期の個別決算において減損処理を実施

し、関係会社株式評価損として９百万円を特別損失に計上いたしました。 

 

  



 

2. 業績予想と実績値との差異 

 (1）2024 年３月期通期連結業績予想数値と実績値との差異（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

連結当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

5,088 
百万円 

79 
百万円 

74 
百万円 

9 
円  銭 

2.29 

実績値（Ｂ） 4,602 139 137 △193 △49.15 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △485 60 63 △202 － 

増 減 率（ ％ ） △9.5 76.6 86.0 － － 

（参考）前期連結実績 

（2023 年３月期） 
3,741 △411 △397 △492 △125.26 

 

 (2）2024 年３月期通期個別業績予想数値と実績値との差異（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

4,411 
百万円 

347 
百万円 

209 
円  銭 

53.08 

実績値（Ｂ） 4,249 550 △837 △212.39 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △161 203 △1,046 － 

増 減 率（ ％ ） △3.7 58.6 － － 

（参考）前期連結実績 

（2023 年３月期） 
3,420 140 71 18.14 

 

 (3）差異の理由 

 売上高につきましては、当社の主力サービスである「OfferBox」は前回予想並みの着地となった

ものの、新規事業が苦戦したこと等により前回予想を下回りました。一方、営業利益及び経常利益

につきましては、新規事業の損失を「OfferBox」の収益性の改善でカバーしたこと等により前回予

想を上回りました。また、連結決算における親会社株主に帰属する当期純利益及び個別決算におけ

る当期純利益につきましては、上記１に記載した通り、特別損失を計上したことにより前回予想を

下回りました。 

 

 

以 上 

 


